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市
で
は
市
民
の
自
発
的
な
公
益
活
動
の
立
ち
上
げ
や
公
益
活
動
団
体
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
3
年
間
に
わ
た
り
補
助

を
実
施
し
ま
す
。

 

市
民
の
公
益
活
動
を
応
援

 

　   

〜
活
動
立
上
型
補
助
制
度
を
新
設
〜

公
益
活
動
を
支
援

　
市
は
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

公
益
活
動
を
実
施
す
る
市
内
の
団
体

に
対
し
、
3
年
間
の
補
助
制
度
を
平

成
20
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
公
益
活
動
と
は
社
会
教
育
の
推
進
・

環
境
保
全
・
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
安

全
な
ど
の
非
営
利
の
活
動
を
通
じ
て

広
く
市
民
全
体
の
生
活
利
益
を
増
進

さ
せ
る
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
は
E
M
白
井
野
菜
の

会
・
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾
・

ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン
ド
・
認
定
N
P
O

法
人
日
本
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
友
好
協

会
・
白
井
市
介
護
支
援
専
門
員
協
議

会
の
5
団
体
に
補
助
（
交
付
予
定
額

1
、
4
9
4
千
円
）
し
、
市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
立
上
型
補
助
制
度

の
新
設

　
今
回
の
募
集
か
ら
、
す
で
に
公
益

活
動
を
実
施
し
て
い
る
市
民
団
体
へ

の
補
助
（
活
動
支
援
型
補
助
）
に
加

え
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
公
益
活
動
を ブルキナファソ友好協会が子どもたちにネリカ米収穫の学習をしている様子

実
施
す
る
団
体
へ
の
補
助
制
度
（
活

動
立
上
型
補
助
）
を
新
設
し
ま
す
。

　
活
動
立
上
型
補
助
は
、
原
則
3
年

間
継
続
し
て
市
が
支
援
す
る
こ
と
で

新
た
な
市
民
公
益
団
体
と
し
て
着
実

に
育
成
活
動
を
し
、
さ
ら
に
自
立
し

て
い
く
た
め
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

補
助
を
希
望
す
る
団
体

を
募
集

　
す
で
に
公
益
活
動
し
て
い
る
市
民

団
体
（
活
動
支
援
型
）
と
新
た
に
活

動
を
実
施
す
る
市
民
団
体
（
活
動
立

上
型
）
で
補
助
を
希
望
す
る
団
体
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
活
動
別
補
助
対
象
や
補
助
限
度
額

な
ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

応
募
資
格
　
10
人
以
上
の
団
体
で
、

主
と
し
て
市
内
で
公
益
活
動
を
行
う

団
体

応
募
方
法

　
所
定
の
申
請
書
（
市
民

参
加
推
進
課
・
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直

接
市
民
参
加
推
進
課
へ

※
募
集
案
内
と
申
請
書
類
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
請
期
限
　
10
月
15
日
㈮

選
定

　
市
補
助
金
評
価
委
員
会
の
選

考
（
書
類
評
価
と
口
頭
試
問
）
を
経

て
、
今
年
度
中
に
決
定

申
・
問

　
市
民
参
加
推
進
課
市
民
参

加
推
進
班

　
内
線
3
1
5
1
・
2

　　

　平成23年3月の完成に向けて、（仮称）第一地区コミュニティセン
ター建設工事・白井児童館改修工事を行います。
　工事期間中は交通整理員を配置し、通行者や通行車両の安全対策を
行います。
工事日時　～平成23年3月20日㈰　午前8時～午後6時
※日曜日、年末年始を除く。
工事場所　復1458-1
■問　市民参加推進課市民参加推進班　内線3152、児童家庭課児童家
庭班　内線5312、旭建設☎043（225）7154

　市民活動を行っている人やこれから市民活
動を始めたい人を対象に「市民活動なんでも・
いつでも相談会」を10月から開設します。
　NPO法人化手続きなどの専門的な相談は事
前に予約が必要です。
日時　火～日曜日　午前9時～午後5時
※水・土曜日は午後9時まで。祝日は除きます。
場所　市民活動推進センター
内容　地域活動の案内、市民活動紹介、新規
団体設立やNPO法人化に関することなど
■申・■問　市民活動推進センター☎（498）070
5・ ℻（498）0706・ npo-461@bz01.plala.
or.jpへ

市民活動
　なんでも・いつでも相談会

コミセン建設工事・白井児童館改修工事

制度の概要

補助の
種類

補助
対象

補助
期間

補助
率

補助
限度額

活動立上型

新たに設立
する団体や
今回の申請
日が設立か
ら3年以内
の団体

 3年間
（平成23年度
～ 25年度）

補助対象経
費の80㌫

5万円
（年間）

活動支援型
設立から1
年以上経過
した団体

補助対象経
費の50㌫

30万円
（年間）

ゆめ半島千葉国体デモンストレーションとしての
スポーツ行事「グラウンド・ゴルフ競技」

　第65回国民体育大会「ゆめ半島千葉国体・ゆめ半
島千葉大会」が25日㈯から開催されます。
　千葉県での開催は、昭和48年の第28回大会「若潮
国体」以来、37年ぶり2度目となります。
　正式・公開競技に先駆けて、県民に国体に参加し
た感動を共有してもらうため、誰もが親しみやすい
種目として「グラウンド・ゴルフ競技会」が白井会
場と市原会場で行われます。
　白井会場では県北部24市町のグラウンド・ゴルフ愛好者の代表で
実施されます。ぜひ観戦や応援などにきてください。
日時　26日㈰　午前9時～
場所　白井運動公園陸上競技場
■問　生涯学習課スポ―ツ振興班　内線3435



　10月30日㈯・31日㈰に
行われる「ふるさとまつ
り」をスタッフと一緒に
盛り上げるボランティア
を募集します。
対象　高校生以上
内容　子ども広場での切
符販売や入場者の整理、
舞台での進行補助や人員
整理など
■申・■問　10月4日㈪までにふるさとまつり実行委員会事務局
（市商工会内）☎（492）0721へ

ふるさとまつり
ボランティアを募集

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ふるさとまつり正面ゲート（昨年）

行政改革実施計画目標額
（単位：千円）

取り組み内容
目標額

21年度
実績

17 ～ 21年度
5カ年の実績

17 ～ 21年度
5カ年の計画

住民との連携・協働
きれいなまちづくり事業＊ ― 14,434 22,946
パソコンルームの管理・運営の市民団体などへの委託 602 4,068 4,986
道路の草刈業務の見直し＊ ― 2,334 8,642
都市公園の管理委託などの検討 1,974 11,355 10,813
事務事業の見直し
給食センター調理場の民間委託 14,861 78,543 86,494
指定管理者制度の導入（5項目） 32,709 90,993 103,638
本庁舎案内業務の民間委託 1,611 3,128 1,374
白井駅前広場噴水施設の稼働停止 2,520 12,435 12,246
68歳・69歳医療費助成事業の見直し 22,134 58,057 40,778
出産時祝品の廃止 110 550 550
加除式図書の廃止（2項目） 5,379 26,210 25,035
口座振替納付済通知書の廃止 3,237 16,185 16,185
ハチ退治業務委託の廃止 478 1,591 1,591
申告事務の電算化 428 956 901
文化会館自主事業の見直し 18,811 85,342 56,741
図書館運営の見直し（4項目） 42,972 180,200 140,296
市勢要覧と総合計画、基本計画概要版の一体化 ― 14,056 14,056
名刺台紙の有料化 29 153 157
広告付き窓口封筒の導入 132 555 378
公園などの管理委託内容の見直し 42,553 139,224 87,566
温泉移送サービス事業の廃止 273 1,092 1,092
ねたきり老人等紙おむつ等給付事業の見直し 544 1,648 1,434
生活環境指導員制度の報酬額の見直し 2,450 9,275 8,525
電算業務の見直し 2,028 7,790 7,560
新聞購読の一部中止 1,928 7,698 6,978
情報紙や啓発紙発行の見直し 599 2,850 2,850
庁用車購入方法の見直し 2,012 23,277 7,719
公共施設に広告付玄関マットの導入 130 321 864
自治会回覧板への広告導入 309 618 618
行政連絡長制度の廃止 2,457 5,150 4,920
田植え・稲刈り体験事業の実施方法の変更 78 156 156
債権者に対する振り込み明細書の送付の廃止 ― ― 408
敬老祝品贈呈事業の見直し 362 1,313 1,704
サービス向上の取り組み
市民課窓口などの夜間・休日開庁の実施 ― ― ―
市税などの納付機会の拡充 ― ― ―
電子申請システムの導入 ― ― ―
スポーツ施設・公民館施設予約管理システムの導入 ― ― ―
循環バス事業の見直し ― ― ―
組織・機構の見直し、定員管理の適正化
職員数の抑制 100,538 453,208 414,008
特殊勤務手当の見直し 96 384 432
水道事業運営審議会と公共下水道審議会の一元化 0 67 201
財政運営の健全化
各種使用料、手数料の見直し 6,141 49,594 75,799
住民票等手数料の見直し 4,063 22,400 29,218
放置自転車の撤去費用に相当する手数料の徴収 433 1,677 1,654
道路占用料の見直し 7,017 28,068 28,068
ふるさと農園使用料の見直し 1,094 4,984 5,073
トレーニングルームの利用料の徴収 1,683 7,557 23,728
粗大ごみの有料化 8,355 23,087 34,017
公民館使用料の見直し 2,519 12,595 16,711
水道料金の見直し 65,975 344,671 319,840
学校体育施設の電気料の徴収 1,154 5,495 5,088
し尿処理の有料化 1,564 9,331 9,673
基本健康診査の有料化 ― 7,444 7,593
がん検診の有料化 4,107 17,837 18,704
骨粗しょう症検診の有料化 251 1,747 1,832
歯周疾患検診の有料化 40 149 292
インフルエンザ予防接種の有料化 4,309 17,282 16,589
下水道使用料の見直し 64,903 257,872 159,434
こども発達センターの介護給付費（旧支援費）対
象児童以外の利用者の費用負担導入 493 911 497

時間外保育の有料化 1,740 5,446 6,120
補助金見直し基準の適正な運用 19,032 69,379 77,036
生垣設置奨励補助金交付事業の減額 365 920 1,070
市単独扶助費の見直し 1,457 4,371 4,371
有価物回収奨励金の見直し 705 2,949 3,939
資源回収運動奨励金の見直し 1,378 5,614 6,332
市有地の有効利用の検討 270 2,105 2,766
公売の実施 0 17,186 42,964
職員住宅の廃止・売却 △362 △362 16,072
ホームページへの有料広告の掲載 569 2,235 5,056
出先施設や保育園などの職員通勤車両の駐車料金の徴収 1,358 5,726 6,066
教職員住宅の廃止・売却 ― ― 124,100
市有財産の有効活用 ― ― 1,060
暮らしの便利帳広告導入 441 837 848
そのほか
市議会議員の費用弁償の見直し 2,088 7,866 6,591
市議会議員定数の削減 17,477 51,398 51,398

目　　 標　　 額　 　合 　　計 524,963 2,243,587 2,204,441

※類似した取り組みをまとめて表記しているため、実施計画書の取り組み項目とは一致し
ません。
　サービス向上の取り組みは、目標額を積算していません。
　＊印の付いている「きれいなまちづくり事業」「道路の草刈業務の見直し」は継続して
取り組んでいますが、目標額が見込めなくなった事業です。

　市では平成17年度から21年度までを推進期間とする「行政
改革実施計画」に基づき、5年間で83項目、約22億400万円を
目標に行政改革に取り組んできました。
　平成17年度からの5年間では約22億4,300万円となり、計画に
対し約3,900万円（約1.8㌫）上回り、目標を達成することがで
きました。
　平成21年度は職員数の抑制や指定管理者制度の導入など81
項目に取り組み、目標額は約5億2,400万円でした。
　取り組み項目と各実績などは右表のとおりです。

【今後の取り組み】
 今年度からは多様な市民ニーズや行政需要に対応するため、
新たに策定した第4次行政改革大綱・行政改革実施計画に基づ
き、一層の行政改革を進めていきます。
　計画期間は平成26年度までの5年間で、合計目標額は約6億
8,725万円です。
　行政改革に関する詳細は、市役所情報公開コーナーや市ホー
ムページをご覧ください。
〔重点取り組み項目（目標額）〕
　取り組み項目は次の4項目です。
①市民との連携・協働（84万円）
②市役所業務の内容・手法の転換（1億9,708万円）
　●業務委託の推進
　●市役所業務の内容・手法の転換による経費の節減
　●市役所業務の内容・手法の転換によるサービスの向上
③組織機構の見直し・定員管理の適正化（2億3,727万円）
　●組織機構の見直し
　●定員管理指針による定員管理
　●職員の意識改革・資質向上
④財政運営の健全化（2億5,206万円）
　●受益者負担の適正化
　●補助金等の整理合理化
　●効率的な財政運営及び財源の確保
■問　財政課行政改革推進室　内線3381

5年間の 　
  行政改革
～目標額を達成～
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　 

「
い
ま
、
円
を
イ
ラ
ク
通
貨
に

両
替
し
て
お
け
ば
、
必
ず
も
う
か
る
。

こ
の
話
は
選
ば
れ
た
人
だ
け
に
勧
め

て
い
る
。
両
替
は
い
つ
で
も
で
き

る
。」
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
こ
れ

を
信
じ
て
イ
ラ
ク
通
貨
を
購
入
し
た
。

2
万
5
千
デ
ィ
ナ
ー
ル
紙
幣
1
枚
を

1
口
10
万
円
で
合
計
30
口
、
3
0
0

万
円
を
振
り
込
ん
だ
。
2
カ
月
後
に

金
が
必
要
に
な
り
、
イ
ラ
ク
通
貨
を

円
に
両
替
し
よ
う
と
思
い
、
業
者
に

伝
え
た
と
こ
ろ「
い
ま
は
で
き
な
い
」

と
言
わ
れ
た
。

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　       

（
70
代
・
男
性
）

A
　
最
近
、
イ
ラ
ク
通
貨
（
デ
ィ

ナ
ー
ル
）
の
取
り
引
き
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
電
話
や
戸
別
訪
問
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
な
ど
で
勧
誘
が
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
特
に
高
齢
者
の
被
害

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
大

手
金
融
機
関
の
名
を
語
り
「
イ
ラ
ク

通
貨
は
、
い
ま
一
番
の
買
い
時
で

す
」
と
の
電
話
を
掛
け
た
後
で
別
の

業
者
が
勧
誘
す
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　
事
例
の
イ
ラ
ク
通
貨
は
、
米
ド
ル

や
ユ
ー
ロ
と
違
っ
て
、
日
本
の
銀

行
で
は
現
在
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ

ん
。
従
っ
て
国
内
で
円
に
換
金
す

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で

す
。
ま
た
イ
ラ
ク
通
貨
は
、
市
場
で

の
為
替
レ
ー
ト
も
信
頼
で
き
る
デ
ー

タ
が
な
い
た
め
、
関
税
を
支
払
う
際

の
為
替
レ
ー
ト
で
計
算
し
た
場
合
、

2
万
5
千
デ
ィ
ナ
ー
ル
は
2
千
円
弱

と
な
り
、
10
万
円
と
い
う
の
は
著
し

く
高
く
販
売
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
す
ぐ
に
購

入
を
決
め
ず
、
家
族
や
信
頼
で
き
る

人
に
相
談
す
る
な
ど
慎
重
に
対
応
し

て
く
だ
さ
い
。「
イ
ラ
ク
通
貨
は
必

ず
高
騰
す
る
」
と
言
わ
れ
て
も
う
の

み
に
せ
ず
、
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

キ
ッ
パ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
手
口
の
ほ
か
に
、
過
去
に
未

公
開
株
を
契
約
し
た
人
に
「
過
去
の

投
資
被
害
を
回
復
す
る
」
と
言
っ
て

勧
誘
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階

相
談
室
）

イ

ラ

ク

通

貨

の

取

り

引

き

〜

新

た

な

投

資

ト

ラ

ブ

ル

〜
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　さわやかプラザ軽井沢では、これから
水泳を始めてみたいという人を応援する
ため「初心者水泳教室」を開催します。
日時　10月7日から11月25日までの毎週
木曜日　午後7時～ 8時（全8回）
対象　一般　10人（応募者多数の場合は
抽選）
持ち物　水着、水泳帽、タオル、スイミングゴーグル（必要な人のみ）
参加費　7,200円
■申・■問　9月24日㈮（必着）までに往復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号・
「初心者水泳教室希望」と記入の上、〒273―0131　鎌ケ谷市軽井沢2106―6
さわやかプラザ軽井沢☎（442）6150へ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

結
果

　
平
成
21
年
度
に
市
・
県
が
実
施
し

た
市
内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査

結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
、
環
境
基

準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

問
　
環
境
課
指
導
対
策
班

　
内
線
3

2
7
3

ダイオキシン類調査結果
調査
機関

調査
項目

調査地点 調査結果 環境基準

市 大気 公民センター屋上
0.083pg-TEQ/㎥
（年間平均値）

0.6pg-TEQ/㎥

県 水質 金山落、名内橋
0.70pg-TEQ/L
（年間平均値）

1pg-TEQ/L

※1pg（ピコグラム）とは1兆分の1㌘の重さを表しています。
　ダイオキシン類の濃度は各異性体によって毒性が異なるため、最
も強い毒性に換算して合計した毒性等量（TEQ）により表します。

　
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
で
す
。
愛

情
と
責
任
を
持
っ
て
面
倒
を
み
ま
し

ょ
う
。

　
動
物
を
飼
う
場
合
は
近
所
の
人
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
た
め
に
、
次
の
点

に
気
を
つ
け
て
マ
ナ
ー
を
守
り
し
つ

け
を
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
ペ
ッ
ト
に
は
迷
子
札
な
ど
を
つ
け
る

　
ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
場
合
、

保
護
し
た
人
に
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
が

わ
か
る
よ
う
に
迷
子
札
な
ど
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

※
犬
は
首
輪
な
ど
に
登
録
鑑
札
と
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ
け
る
こ
と

が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
　

●
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い

　
や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く

だ
さ
い
。
見
つ
か
ら
ず
に
困
っ
た
場

合
は
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て         

           

飼
い
ま
し
ょ
う

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6 

  （
9
3
）
5
7
1
1

●
不
妊
・
去
勢
手
術

　
繁
殖
を
希
望
し
な
い
人
は
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　
人
や
農
作
物
へ
危
害
を
加
え
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
自
分
の
敷
地
内
で

あ
っ
て
も
犬
は
つ
な
い
で
飼
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
散
歩
を
す
る
と
き
は
必
ず
引
き
綱

を
つ
け
る

　
犬
が
人
に
飛
び
か
か
っ
た
り
、
か

み
つ
か
な
い
よ
う
に
、
必
ず
引
き
綱

を
し
、
引
き
綱
は
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
ふ
ん
」
は
持
ち
帰
る

　
公
の
場
所
や
他
人
の
敷
地
内
で
排

泄
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
排
泄
場
所
な

ど
の
し
つ
け
を
し
「
ふ
ん
」
は
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
猫
は
で
き
る
だ
け
屋
内
で
飼
う
　

　
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
病
気
、
交
通
事

故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫
を
守
る
た
め

に
も
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3

2
7
6
・
7

　市では新耐震基準（昭和56年）以前に建築され
た木造住宅の耐震化を推進するため、千葉県と連
携を図り、木造一戸建住宅を対象に、わが家の耐
震相談会を開催します。
　日本は世界的にも地震が多く発生しており、南
関東地域直下型の大規模な地震災害が起こる可能
性が指摘されています。この機会を利用して皆さ
んの家の耐震性について考えてみませんか。
日時　10月30日㈯　午前9時30分～
場所　市役所駐車場（ふるさとまつり会場）
対象　昭和56年以前に建築された木造住宅　6件
（申し込み順）
相談員　木造住宅耐震診断士(一級建築士など)
相談料　無料
■申・■問　10月15日㈮までに電話か直接都市計画
課宅地建築班　内線3233へ

地震に備え、耐震化を
～わが家の耐震相談会～

初心者水泳教室
～さわやかプラザ軽井沢～

お詫びと訂正　9月1日号3ページお知らせコーナーに掲載した「犬・猫の不妊・去勢手術助成事業の実施について」の注意点の中で
「1世帯当たり犬1頭とし」は「1世帯当たり犬・猫いずれか1頭とし」の誤りでした。お詫びして訂正します。

安心を　光で届ける　反射材

ー秋の全国交通安全運動週間ー

　21日㈫から30日㈭までは秋の全国交通安全
運動週間です。
　この時期は日没時間が早まり、夕暮れ時や
夜間の交通事故の増加が予想されます。
　依然として65歳以上の交通死亡事故が多く、
その人数は県内103人のうち、約半数に当たる
50人が占めています（8月10日現在）。
　交通ルールとマナーを守り、事故防止に努
め、夕暮れ時以降に外出するときは、なるべ
く明るい色の服などを着用したり、反射材用
品などの利用に心掛けましょう。
【交通安全運動の重点目標】
●高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の
交通事故防止
●すべての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶
■問　交通防災課交通防災班　内線3321 ～ 3
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市
の
状
況

　
7
月
末
日
現
在
の
市
内
在
住
95
歳

以
上
の
人
は
68
人
（
男
10
人
、
女
58

人
）
で
、
65
歳
以
上
の
人
は
1
0
、

5
7
2
人
、
人
口
に
対
す
る
高
齢
化

率
は
17
・
4
㌫
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

老
人
週
間
が
掲
げ
る

５
つ
の
目
標

①
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
保
健
・
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ふ
れ
あ
い

の
輪
を
広
げ
よ
う

②
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や
能
力
を

生
か
し
た
就
労
・
社
会
参
加
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
よ
う

③
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う

④
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
認
知
症

と
介
護
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
、
高

齢
者
や
介
護
者
を
支
え
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
よ
う

⑤
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
や
地
域

社
会
な
ど
の
役
割
を
理
解
し
、
お
互

い
に
協
力
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会

を
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
築
こ
う
　
　
　
　
　

　
　
　
　
活
力
あ
る
長
寿
社
会

　
9
月
15
日
㈬
「
老
人
の
日
」
か
ら
21
日
㈫
ま
で
の
1
週
間
は
「
老
人
週
間
」
で
す
。
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
り
、
高
齢
期
の
あ
り

方
に
関
心
を
寄
せ
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
市
で
は
「
老
人
の
日
」
に
先
立
ち
、

9
月
3
日
㈮
に
行
っ
た
贈
呈
式
で
結

婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
金
婚
16
組

の
皆
さ
ん
に
祝
い
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
席
上
、
横
山
市
長
か
ら
は
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
に
気
を
つ
け
て
仲
よ
く
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。」
と
の
祝
い
の
言
葉

が
掛
け
ら
れ
、
祝
い
品
を
贈
呈
さ
れ

た
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
富
澤
清
一
さ

ん
が
「
50
年
間
、
多
く
の
出
来
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
元
気
に

社
会
の
た
め
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

米
寿
・
1
0
0
歳
以
上

の
皆
さ
ん
に
祝
い
品

　
米
寿
（
88
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
人

 

（
大
正
11
年
生
ま
れ
）
と
1
0
0
歳

以
上
（
明
治
44
年
3
月
以
前
生
ま
れ
）

の
人
に
対
し
、
市
か
ら
祝
い
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
祝
い
品
は
老
人
週
間
に
民
生
委
員

が
配
布
し
ま
す
。

　

問
　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

白
井
脳
い
き
い
き
教
室

〜
今
日
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防
〜

　
簡
単
な
「
読
み
・
書
き
・
計
算
」

を
す
る
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化
さ
せ

認
知
症
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と

生
活
が
で
き
る
よ
う
教
室
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
平
成
22
年
11
月
10
日
か
ら
平

成
23
年
3
月
30
日
ま
で
の
原
則
毎
週

水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
65
歳
以
上
で
教
室

に
始
め
て
参
加
す
る
人
　
16
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容

　
簡
単
な
計
算
、
音
読
、
数
字

盤
と
1
日
10
分
程
度
の
自
宅
学
習

参
加
費

　
無
料

※
申
込
者
を
対
象
に
事
前
説
明
会
を

10
月
20
日
㈬
に
行
い
ま
す
。

申
・
問

　
10
月
8
日
㈮
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
電
話
か
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
高
齢
者
福

祉
課
高
齢
者
支
援
班
☎ 

（
4
9
7
）

3
4
8
4
・
℻
（
4
9
2
）
3
0
3

3
・

 k
ou
rei-sh

ien
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　子ども手当制度が今年4月から始まっています。まだ申請をしていない
人は速やかに申請してください（郵送可）。
【受給資格者】　
　中学校修了前までの児童を養育している人（子どもと別居している人
や特別な事情のある人は、児童家庭課へ相談してください）
【認定請求・額改定請求】
　今年4月1日現在で受給要件に該当する人は、提出期限日までに申請手
続きをすれば4月分までさかのぼって支給します。
　期限を過ぎて申請をし、認定された場合は、申請のあった翌月分から
支給します。
申請書提出期限日　9月30日㈭（消印有効）
申請に必要なもの　印鑑、受給資格者名義の金融機関口座がわかるもの、
受給資格者の健康保険証の写し
※内容によりほかの書類の提出を依頼することがあります。

子ども手当の申請は済んでいますか
～児童手当（今年3月で終了）・子ども手当（今年4月から開始）～

子ども手当の受給申請手続き
平成22年3月31日時点で児童手当の受給認定を

受けていない人 受けている人

平成22年4月に中学2・3年生になる子が
いる人 いない人

児童家庭課へ認定請求書
を提出してください。
※土・日・祝日は受け付
けできません。

中学2・3年生の子が新たに
受給対象者となりますので、
児童家庭課へ額改定認定請
求書と6月の現況届を提出し
てください。

申請の必要は
ありませんが、
6月の現況届を
提出してくだ
さい。

※平成22年3月時点で小学6年生以下の子（平成22年4月に中学1年生になる子
を含む）の児童手当受給分は、子ども手当へ変更認定し、継続して受給でき
ますので、申請の必要はありません。
　公務員は勤務先に申請の有無や申請方法について確認してください。

【現況届】
　市は6月上旬に対象者（今年3月31日時点で児童手当を受給していた人）
へ子ども手当現況届を郵送しています。まだ現況届を提出していない人
は速やかに現況届の提出をしてください。
　現況届の提出が遅れる場合、10月の定期払いができません。
■申・■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）3487へ

　｢お父さん眠れていますか｣というテレビ
広告を見たことがありますか。この広告は
国の自殺対策キャンペーンのひとつです。
　この12年間、日本では毎年3万人以上の
人が自殺で命を落としています。なかでも
30歳以上の男性に自殺者が多く、該当する
ほとんどの人に眠れない時期があることか
ら始まったキャンペーンです。
　市ではこころの問題を抱える本人や家族、
関係者からの相談に専門医や精神保健福祉
士が対応します。｢眠れなくて困っている｣
｢病院に行ったほうがいいか様子をみていていいか｣「家族が治療
を受けているが、どんなことに配慮したらいいか」など、困って
いることを相談してください。
　相談日は広報しろい1日号の広報カレンダーでお知らせしてい
ます。
医師によるこころの相談　毎月第2木曜日　午前10時～正午（予約制）
精神保健福祉士によるこころの相談　毎月第2･第4水曜日　午前
10時15分～午後3時（予約優先）
電話相談　月～金曜日　午前8時30分～午後5時（市職員が対応し
ます）
■申・■問　保健福祉相談室☎（497）3491へ

こ こ ろ の 相 談

結婚50周年を迎えた16組の皆さん

謝辞を述べる富澤清一さん

2010.9.15 4



新しいガイドブック（表）

○
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
　
　
　

　
　
　
　
　
　
5
0
0
、0
0
0
円

　
こ
の
寄
付
金
は
市
の
社
会
福
祉
事

業
推
進
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難

病
疾
患
者
、
心
身
障
害
者
、
高
齢
者

な
ど
へ
の
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
　

　器具の定期点検実施のた
め次のとおり休館します。
休館日　10月2日㈯
■問　健康課健康づくり推進
班☎（497）3494

み
ん
な
で
楽
し
く
秋
風
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

〜
ふ
る
さ
と
白
井
魅
力
発
見
ウ
オ
ー
ク
〜

　
自
然
や
魅
力
的
な
場
所
に
触
れ
な

が
ら
市
内
の
魅
力
を
発
見
す
る
「
第

16
回
ふ
る
さ
と
白
井
魅
力
発
見
ウ
オ

ー
ク
」
を
、
市
民
企
画
委
員
や
市
民

活
動
団
体
と
協
働
で
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
運
動
公
園
を
発
着
地
と
し

て
、
名
内
・
平
塚
地
区
を
歩
く
コ
ー

ス
で
す
。
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
道
中

の
自
然
や
史
跡
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
昼
食
休
憩
を
と
る
平
塚
分
校
で
は

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
行
い
、
白
井
産

の
野
菜
を
た
く
さ
ん
使
用
し
た
田
舎

汁
、
竹
炭
、
そ
ば
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
を

配
布
し
ま
す
。

　
家
族
や
友
達
と
と
も
に
市
内
の
魅

力
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
16
日
㈯
　
午
前
9
時
40

分
〜
午
後
2
時
30
分
（
受
け
付
け

　

午
前
9
時
15
分
〜
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
・
解
散
場
所

　
白
井
運
動
公
園

　市赤十字奉仕団は明るく住みやすい地域
社会づくりに貢献できるよう、防災訓練の
協力や介護施設の慰問などさまざまな奉仕
活動を行っています。赤十字の活動を理解
してもらうことを目的に講習会を開催しま
す。
　団員も随時募集していますので、一緒に
活動しましょう。
日時　10月3日㈰　午前10時30分～午後3
時30分
場所　保健福祉センター
対象　市内在住　20人（申し込み順）
内容　災害時における高齢者支援など
昼食　市赤十字奉仕団で用意します
■申・■問　9月28日㈫までに日本赤十字社千
葉県支部白井市地区事務局（社会福祉課内）
内線5304へ

対
象
　
一
般
　
2
0
0
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

　
フ
ァ
ク
ス
な
ど
に
よ
る
事
前
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

行
程
・
コ
ー
ス

　
約
12
㌔
㍍
・
運
動

公
園
⇩
名
内
（
粟
島
神
社
・
東
光
院
）

⇩
今
井
（
桜
並
木
）
⇩
平
塚
（
白
井

第
二
小
学
校
旧
平
塚
分
校
で
昼
食
・

イ
ベ
ン
ト
）
⇩
運
動
公
園

参
加
費

　
1
人
1
0
0
円

持
ち
物

　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、

敷
き
物

※
歩
き
や
す
い
服
、
履
き
慣
れ
た
靴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

※
当
日
は
白
井
運
動
公
園
☎
（
4
9

7
）
0
2
2
2
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
（
午
前
7
時
30
分
〜
）。

一日赤十字

健康増進ルーム休館

富
谷
左
衛
門
入
道

　 

「
鎌
倉
時
代
の
白
井
」
と
い
う

と
、
千
葉
ゆ
か
り
の
千
葉
氏
が
長

く
支
配
し
た
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近

年
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
が
確
認
さ
れ
、

実
際
は
様
相
が
異
な
る
こ
と
が
少

し
づ
つ
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
幕
府
の
成
立
時
、
千
葉
氏

当
主
の
千ち

ば葉
常つ

ね
た
ね胤
が
源
頼
朝
の
有

力
家
臣
と
し
て
仕
え
て
い
ま
し
た

が
、
常
胤
の
ひ
孫
の
千ち

ば葉
秀ひ

で
た
ね胤
が

寛か
ん
げ
ん元
4
年
（
1
2
4
6
）
の
寛
元

の
政
変
で
失
脚
し
、
宝ほ

う
じ治
元
年 

（
1
2
4
7
）
の
宝
治
合
戦
で
自

害
し
た
た
め
、
千
葉
氏
一
門
は
多

く
の
所
領
を
失
い
ま
し
た
。

　
そ
の
千
葉
氏
に
代
わ
っ
て
支
配

地
を
拡
大
し
た
の
は
、
鎌
倉
幕
府

で
執
権
な
ど
の
要
職
を
占
め
た
北ほ

う

条じ
ょ
う
し氏
一
門
で
し
た
。
鎌
倉
時
代
の

白
井
は
北
半
分
が   「
平ひ

ら
つ
か
ご
う

塚
郷
」

南
半
分
が
「
富と

み
が
や
ご
う

谷
郷
」  

と
呼
ば
れ

て
お
り   「
平
塚
郷
」
は
現
在
の
平

塚
か
ら
名
内
地
区
周
辺  「
富
谷

郷
」
は
復
字
富
ヶ
谷
周
辺
に
所
在

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
両
郷
は
文ぶ

ん
え
い永
8
年
（
1
2
7
1
）

頃
ま
で
に
北
条
氏
の
一
門
で
あ
る

北ほ
う
じ
ょ
う
さ
ね
と
き

条
実
時
の
所
領
と
な
り
ま
し
た
。

実
時
は
金か

ね
さ
わ沢
実
時
と
も
呼
ば
れ
、

横
浜
市
金
沢
区
に
あ
る  「
金か

な
ざ
わ沢
文
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庫
」
の
創
設
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
一
部
の
所
領
は
金
沢

氏
の
手
か
ら
離
れ
た
よ
う
で
す
。

実
時
の
孫
の
金か

ね
さ
わ
さ
だ
あ
き

沢
貞
顕
は
弘こ
う

安あ
ん

8

年
（
1
2
8
5
）
の
霜
月
騒
動
で

配は
い
る流
さ
れ
、
幼
少
期
を
富
谷
郷
で

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
貞
顕

の
養
育
係
に
な
っ
た
の
が
富
谷
郷

を
管
理
し
た
富と

み
が
や
さ
え
も
ん
に
ゅ
う
ど
う

谷
左
衛
門
入
道
で

す
。
当
時
の
「
姓
」
は
そ
の
居
住

地
な
ど
縁
の
深
い
土
地
か
ら
取
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
左
衛
門
入
道

の
姓
は
「
富
谷
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
復
字
富
ヶ
谷
周
辺
の
出
身
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
左

衛
門
入
道
は
貞
顕
の
養
育
係
と
な

っ
た
こ
と
で
、
貞
顕
か
ら
大
き
な

信
頼
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
貞
顕
は
出
世
し
、
十
五

代
執
権
を
務
め
る
な
ど
鎌
倉
幕
府

の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
そ
の

第
一
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た
の

が
左
衛
門
入
道
で
あ
り
、
金
沢
氏

の
本
拠
地
で
あ
る
六

む
つ
ら
の
し
ょ
う

浦
庄
の
管
理

を
左
衛
門
入
道
が
実
質
的
に
取
り

仕
切
っ
て
い
た
こ
と
や
、
貞
顕
に

話
を
申
し
入
れ
る
際
に
は
ま
ず
左

衛
門
入
道
に
相
談
し
て
い
た
こ
と

が
古
文
書
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　
左
衛
門
入
道
は
死
後
に
金
沢
家

歴
代
の
墓
所
に
葬
ら
れ
、
今
も
そ

の
墓
石
が
あ
る
そ
う
で
す
。
左
衛

門
入
道
の
一
周
忌
の
法
要
は
金
沢

氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
金

か
な
ざ
わ
し
ょ
う
み
ょ
う
じ

沢
称
名
寺

で
行
わ
れ
、
そ
の
経
文
が
金
沢
文

庫
に
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

鎌倉時代の白井

今年春の白井魅力発見ウオーク（復）

白井梨マラソン 10月3日㈰

交通規制のお知らせ
　大会の開催に伴い、コースとなる道路の
交通規制を次のとおり実施します。
　当日は道路の混雑が予想されますが、ご
協力をお願いします。
規制時間　午前9時20分～正午
規制区間　下図のとおり
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　精神障害のある人の自宅を訪問し、
家事援助などの介護を行うヘルパー
を募集します。
勤務期間　平成22年10月中旬～
勤務日時　週3日程度　午前9時～午
後4時
対象　ホームヘルパー 2級以上の資
格を持っている人　1人
時給　1,030円（通勤手当あり）
■申・■問　9月30日㈭までに履歴書に
必要事項を記入の上、ホームヘル
パー資格証の写しを添えて直接社会
福祉課障害福祉班☎（497）3483へ

非常勤ホームヘルパー
募集

　保健と福祉に関する
制度やサービス、相談
窓口を掲載した「しろ
い保健福祉ガイドブッ
ク2010」を作成しました。
　市役所、保健福祉セ
ンター、各センターで
配布しています。
■問　保健福祉相談室☎
（497）3491

しろい保健福祉　　　　 
　　ガイドブック2010

あ
か
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

日
時
　
24
日
㈮
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
15
分

場
所
　
子
育
て
ひ
ろ
ば
ド
リ
ー
ム
＊

ポ
ケ
ッ
ト
（
は
な
ぶ
さ
保
育
園
内
）

対
象
　
市
内
在
住
1
歳
未
満
の
子
と

そ
の
マ
マ
　
5
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
）、
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
子

供
用
ス
プ
ー
ン
、
手
ふ
き

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
申
し
込
み
後
は
な
ぶ
さ
保
育
園
事

務
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
ド
リ
ー
ム
＊
ポ
ケ
ッ
ト
☎

（
4
9
7
）
7
8
7
2
へ

※
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で
で
す
。
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

①
星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
横
洲
か
お
る
さ
ん
の
歌
声
と
と
も

に
星
空
を
楽
し
む
大
人
向
け
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

日
時
　
10
月
17
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
50
分

対
象
　
一
般
　
86
人

チ
ケ
ッ
ト
代
　
前
売
り
券
6
0
0
円
、

当
日
券
7
0
0
円

②
ち
ょ
っ
と
知
り
た
い
大
人
の
た
め

の
天
文
教
室

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
満
ち
欠
け
す

る
星
」。  

満
ち
欠
け
す
る
星
の
代
表

と
言
え
ば
月
で
す
が
、
満
ち
欠
け
と

月
食
の
違
い
や
月
の
ほ
か
に
満
ち
欠

け
す
る
星
な
ど
、
宇
宙
の
不
思
議
に

迫
り
ま
す
。

日
時

　
10
月
6
日
・
20
日
、
11
月
10

日
・
17
日
、
12
月
1
日  （
い
ず
れ
も

水
曜
日
、
全
5
回
）　  

午
前
11
時
〜

正
午

対
象
　
で
き
る
だ
け
全
日
程
参
加
で

き
る
人
　
30
人

参
加
費
　
1
回
に
つ
き
2
0
0
円

申
・
問

　
①
の
前
売
り
券
販
売
と
電

話
に
よ
る
座
席
の
予
約
受
付
は
本
日

か
ら
、
②
は
講
座
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5
へ

白
井
運
動
公
園

　
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト

日
程

　
10
月
4
日
㈪
（
雨
天
中
止
）

コ
ー
ス
・
時
間

　
A
コ
ー
ス
（
テ
ニ

 
市
民
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　 

参
加
者
募
集

　
秋
風
の
中
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
　
10
月
25
日
㈪

場
所
　
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・

印
旛
コ
ー
ス
（
印
西
市
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
1
8

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法
　
新
ぺ
リ
ア
方
式

プ
レ
ー
費
　
1
3
、 

9
0
0
円
（
乗

用
カ
ー
ト
・
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、
昼

食
代
別
）

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

申
・
問

　
9
月
30
日
㈭
ま
で
に
左
表

の
各
申
込
先
へ

市民ゴルフフェスタ申込先

氏名・名称 住所 電話番号

松本俊一 桜台2-4-13-404 （491）7075

鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486

渡辺暢 南山1-5-9-401 （491）3900

千秋繁 南山3-6-6 （491）5695

山田政男 河原子357-1 （491）0349

富澤ハウジング 折立428-1 （491）0026

隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626

宇田川清次 根1918-11 （491）6160

千葉光商事 根1777-1 （491）5111

阪東修 けやき台1-2-1-1012 （491）8765

谷口八郎 けやき台2-6-4-103 （491）3404

平井勲 清水口1-5-2-502 （491）1482

宮崎信行 清水口2-1-12-702 （491）2451

田辺裕 清水口3-28-7 （491）3476

奥田隆夫 七次台4-2-3 （491）0982

内田弘 大山口2-4-4-107 （491）2802

下山輝美 西白井1-15-6 （491）1101

橋本力 冨士198-38 （445）2110

田上聖視 大松1-2-23 （491）2253

生涯学習課スポーツ振興班
（土・日曜日、祝日を除く）

（492）1111
内線3435

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

◆
白
井
の
湯

  【
朝
市
】

　
店
内
商
品
2
割
引
や
お
楽
し
み
振

舞
い
、
移
動
販
売
の
出
店
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
18
日
㈯
　
午
前
8
時
〜

  【
音
浴
演
奏
会
】

　
本
格
派
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
清
楚
な
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時
　
19
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
　
出

演
　
ハ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
ブ
　
観
覧
料

無
料

問
　
天
然
温
泉
・
白
井
の
湯
☎
（
4

9
7
）
2
6
2
6

◆
な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
0

　
犬
の
し
つ
け
方
・
触
り
方
・
手
入

れ
実
演
、
動
物
に
関
す
る
相
談
、
障

害
物
競
走
、
聴
導
犬
実
演
、
動
物
愛

護
紙
芝
居
、
地
元
特
産
品
販
売
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
富
里
市
）　  

入
場
料
　
無
料

問
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

◆
放
課
後
ク
ラ
ブ
「
ビ
リ
ー
ブ
」
入

所
説
明
会

　
障
害
の
あ
る
中
・
高
校
生
の
た
め

の
放
課
後
活
動
支
援
を
行
う
「
ビ
リ

ー
ブ
」
で
は
、
平
成
23
年
度
入
所
希

望
す
る
人
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
25
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
　
場

所
　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

※
入
所
を
希
望
す
る
本
人
は
必
ず
出

席
し
、
本
人
が
出
席
で
き
な
い
場
合

は
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
24
日
㈮
ま
で
に
担
当

　
阿

部
☎
（
4
9
2
）
0
9
4
0
（
平
日

午
後
3
時
〜
5
時
）
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不

要
）　  

相
談
料
　
無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
N
P
O
法
人
ぬ
く
も
り
の
会
市
民

講
演
会

日
時
　
26
日
㈰
　
午
後
3
時
〜
5
時

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
テ
ー

マ
　  「
交
通
事
故
と
高
次
脳
障
害
」

に
つ
い
て
　
講
師
　
行
政
書
士
　
小

池
健
司
さ
ん
　

問
　
細
川
☎
（
4
9
8
）
4
0
3
1

◆
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会

　 

「
多
様
な
生
物
と
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
9
日
㈯
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
　
場
所
　
千
葉
県
福
祉
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
我
孫
子
市
）　  

対

象
　
一
般
　
5
0
0
人
（
自
由
参
加
）

講
師
　
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ
ト

佐
竹
節
夫
代
表
　
参
加
費
　
無
料

問
　
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
事
務
局
（
我
孫
子
市
役
所
手

賀
沼
課
内
）
☎
0
4
（
7
1
8
5
）

1
1
1
1

※
10
月
5
日
㈫
か
ら
11
日
㈪
ま
で
、

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
手

賀
沼
流
域
各
地
域
の
活
動
内
容
な
ど

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
も
あ
わ
せ

て
行
い
ま
す
。

◆
東
葛
し
ぜ
ん
観
察
会

　 

「
実
り
の
秋
　
手
賀
の
丘
の
古
墳

と
谷
津
田
を
訪
ね
て
」
を
テ
ー
マ
に

観
察
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
3
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
（
雨
天
中
止
）　  

集
合
場

所
　
手
賀
の
丘
公
園
セ
ン
タ
ー
（
ど

ん
ぐ
り
の
家
・
柏
市
）　  

持
ち
物

弁
当
、
水
筒
、
ル
ー
ペ
、
双
眼
鏡
な

ど
　
参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
代
・

資
料
代
）

申
・
問

　
日
野
原
☎
0
4
（
7
1
9

3
）
2
9
3
9
へ

◆
ぽ
れ
ぽ
れ
市
民
講
座
「
ス
ト
レ
ス

社
会
と
心
の
健
康
」

　  「
う
つ
を
克
服
す
る
に
は
（
認
知

行
動
療
法
も
交
え
て
）」  

を
テ
ー
マ

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
3
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
場
所
　
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
　
講
師
　
精
神
保
健
福
祉

士
ま
た
は
臨
床
心
理
士
　
参
加
費
　

5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
朝
日

☎
・
℻
（
4
9
2
）
5
8
6
5
（
午

後
5
時
以
降
）
へ

◆
落
語
と
講
談
を
楽
し
も
う

日
時
　
10
月
10
日
㈰
　
午
後
2
時
20

分
〜
（
開
場
　
午
後
2
時
）　  

場
所

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
出
演
　
三
遊

亭
遊
馬
、
宝
井
一
凛
ほ
か
　
入
場
料

当
日
券
　
一
般
2
、
0
0
0
円
　
小
・

中
学
生
1
、
0
0
0
円
　
前
売
り
券

1
、
5
0
0
円

※
前
売
り
券
は
文
化
会
館
2
階
喫
茶
、

白
井
駅
前
理
容
館
、
書
苑
、
む
ら
さ

き
で
販
売
し
ま
す
。

問
　
白
井
落
語
講
談
会
　
原
☎
0
9

0
（
3
0
0
8
）
1
2
1
3

◆
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

　 

「
変
わ
る
？
変
わ
ら
な
い
？
男
女

の
か
か
わ
り
方
〜
誰
も
が
そ
の
人
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
〜
」
を
テ

ー
マ
に
2
回
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
10
月
10
日
㈰
・
30
日
㈯
　
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　
場
所
　

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）

対
象
　
一
般
　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
川
村
学
園
女
子
大
学
　
内
海

﨑
貴
子
教
授
　
参
加
費
　
無
料
　
保

育
　
あ
り

申
・
問

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛

飾
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
（
7
1
4
0
）

8
6
0
2
・
℻
0
4
（
7
1
4
0
）

8
6
0
4
・

 k
-k
oza@

m
z.p

ref.ch
iba.lg

.jp

へ

ス
初
心
者
や
基
礎
を
習
い
た
い
人
向

け
）   

・
午
前
9
時
〜
11
時

　
B
コ
ー

ス
（
テ
ニ
ス
の
経
験
が
数
回
あ
る
人

や
初
心
者
で
も
運
動
経
験
の
あ
る
人

向
け
）   

・
午
前
11
時
〜
午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
参
加
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

②
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時

　
10
月
18
日
㈪

　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

  （
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
5
6

0
円
、
体
育
館
　
1
、
4
4
0
円
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
　
2
、
6
2
0
円
（
各

2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
9
月
27
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
で
す
。

参
加
費

　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
①
は
10
月
1
日
㈮
、
②
は

10
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
運
動
公
園
☎ 

  （
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時
　
10
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
・
9

日
㈯
・
10
日
㈰
・
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・

23
日
㈯
・
24
日
㈰
・
30
日
㈯
・
31
日

㈰
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
2
日
㈯
お
よ
び
3
日
㈰
は
駐
車
場

を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

白井市市制10年記念・白井市音楽
協会25周年記念　第九演奏会
　ベートーベン作曲の交響曲第9番「合唱付」　Op.125・序
曲「レオノーレ」第3番　Op.72を演奏します。
日時　10月3日㈰　午後2時～（開場　午後1時30分～）
場所　文化会館大ホール
出演　高橋俊之（指揮）、新保真理子（ソプラノ独唱）、谷地
畝晶子（アルト独唱）、横山和彦（テノール独唱）、小畠博照（バ
リトン独唱）、千葉ニュータウン・フィルハーモニー・オー
ケストラ（管弦楽）、白井市音楽協会25周年記念「第九」合
唱団（合唱）
入場料　900円（当日券のみ）
※全席自由、未就学児の入場はできません。
■問　文化課文化班☎（492）1123、白井第九演奏会実行委員
会　主藤☎090（2904）8020



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2010.9.157

子

ど

も

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、児
童館だより（各センターにあります）や市
ホームページをご覧ください。

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

福 

生
き
が
い
支
援
事
業

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

　
秋
近
し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時

　
27
日
㈪

　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

福  福祉センターフェスティバル

　「世代間交流
を進めよう」
を テ ー マ に、
サークルによ
る発表や展示、
体験を中心に
子どもから高齢
者まで楽しめるイベントを開催します。
　最終日は大抽選会を行います。
日時　10月2日㈯・3日㈰　午前9時30分
～午後3時
※3日㈰は午後2時30分までです。
　開催準備のため、10月1日㈮は臨時休館
となります。

【パソコン講座編】
　旅行会社の社員という設定で学びます。
内容　基本的なパソコンの操作、ワード、エクセル、インター
ネット活用、ビジネスメールの作成
【仕事準備講座編】
内容　パソコン補習、メイク講座、履歴書作成、面接の受け
方など
【共通】
日時　下表のとおり
対象　「人とのコミュニケーションが苦手」などの原因で不安
定な非正規雇用や不就労の状況にある15歳から35歳までの独
身女性　10人（応募者多数の場合は選考基準により選考）
■申　10月4日㈪までに申込書（福祉センターにあります）に
必要事項を記入の上、直接福祉センターへ

複 
子
ど
も
映
画
会

　 

「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」
の
ア

ニ
メ
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

対
象
　
乳
幼
児
〜
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

複 

将
棋
教
室

　
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
期
間
登
録
制

の
教
室
で
す
。

日
時
　
10
月
3
日
㈰
か
ら
11
月
28
日

㈰
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分 

対
象

　
小
・
中
学
生

　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　
白
井
将
棋
愛
好
会

参
加
費

　
無
料

申
　
10
月
2
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

パ
パ
＆
キ
ッ
ズ
〜
手

作
り
お
弁
当

　
パ
パ
と
一
緒
に
弁
当
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
3
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

日程表

講座名 日時

パソコン講座編
（全10回）

10月14日㈭・15日㈮・21日㈭・22日㈮・28日
㈭・29日㈮、11月1日㈪・4日㈭・5日㈮・8日㈪
午後1時～ 4時

仕事準備講座編
（全9回）

11月11日㈭・12日㈮・16日㈫・18日㈭・19日
㈮・22日㈪・25日㈭・26日㈮・29日㈪
午後1時～ 3時
※終了時間は延長する場合があります。

福  福祉作業所
非常勤職員募集
対象　普通自動車運転
免許取得者1人
勤務日時　10月1日㈮～
（週2日）午前9時～午後
4時
業務内容　障害者の社
会復帰の支援
時給　940円（別途通勤
手当あり）
■申　9月22日㈬（必着）
までに履歴書に必要事
項を記入の上、郵送か直
接福祉作業所（福祉セン
ター内）へ

◆
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
不
動
産
の
相
続
や
価
格
、
借
地
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
10
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

午
後
5
時
　
場
所
　
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

柏
（
柏
市
）

問
　
㈳
千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
0
4
3
（
2
2
2
）
5
7
9
5

◆
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
電
話
無
料
相
談

　
県
眼
科
医
会
会
員
が
目
の
健
康
に

つ
い
て
の
相
談
に
答
え
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

日
時
　
10
月
11
日
㈷
　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
　
相
談
電
話
番
号
　
0
4

3
（
2
4
2
）
4
2
7
1

問
　
県
眼
科
医
会
事
務
局
☎
0
4
3

  （
2
7
5
）
2
3
5
4

◆
印
旛
沼
流
域
を
歩
い
て
楽
し
む
自

然
観
察
会
参
加
者
募
集

日
時
　
10
月
16
日
㈯
　
午
前
9
時
15

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
　
山
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線

  「
中
学
校
駅
」
前

※
集
合
場
所
へ
は
公
共
交
通
機
関
を

公 

男
の
料
理
教
室

　
ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
い
台
湾
家
庭

料
理
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
9
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
10
人

  （
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー
　
季
節
の
野
菜
料
理
、
煎

魚
、
デ
ザ
ー
ト

講
師
　
柯か

美み

玲れ
い
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

米
1
合

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
1
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅 

し
ろ
い
散
策

　
池
の
上
地
区
を
散
策
し
、
白
井
の

自
然
と
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
7
日
㈭
　
午
前
9
時
45

分
〜
午
後
1
時
（
小
雨
決
行
）　
　

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具

参
加
費
　
4
0
0
円
（
軽
食
代
・
保

険
料
）

申
　
10
月
3
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

午
後
0
時
30
分

対
象
　
4
歳
か
ら
6
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
父
親
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

上
履
き
（
子
ど
も
の
み
）、   

弁
当
箱

  （
親
子
2
人
分
）

参
加
費
　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜 
お
料
理
ラ
ン
ド

　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
っ
て
ラ
ン
チ

を
し
よ
う
。

日
時
　
10
月
9
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

手
ふ
き
・
上
履
き

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
代
）

申
　
9
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

利
用
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
距
離
　
約
6
㌔
㍍
　
対
象

40
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
千
葉
県
生
物
学
会
　
岩
瀬
徹

顧
問
ほ
か
　
参
加
費
　
5
0
0
円

   （
保
険
料
、
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問

　
10
月
8
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
（
1
枚
に
2
人
ま

で
）
に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒

2
8
5
―
8
5
3
3

　
佐
倉
市
宮
小

路
町
12
　
㈶
印
旛
沼
環
境
基
金
☎
0

4
3
（
4
8
5
）
0
3
9
7
へ

◆
フ
ィ
ジ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
白
井
校
無

料
体
験

　
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
運
動
・
動

作
学
や
神
経
発
達
理
論
に
基
づ
い
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
子
ど
も
の

本
来
持
っ
て
い
る
興
味
と
勇
気
を
引

き
出
し
、
セ
ン
ス
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト

を
育
て
る
競
技
能
力
の
向
上
を
目
的

と
し
た
ス
ク
ー
ル
の
無
料
体
験
を
開

催
し
ま
す
。

日
程

　
毎
週
水
曜
日
　
時
間
・
対
象

午
後
4
時
10
分
〜
5
時
30
分
・
小
学

1
〜
3
年
生

　
午
後
5
時
40
分
〜
7

以
上

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

　

申
　
26
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

福 

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　
医
療
・
保
健
・
相
続
な
ど
に
つ
い

て
、
自
分
や
家
族
が
持
っ
て
い
る
悩

み
や
不
安
に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈫

　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
　
25
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ 

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
の
操

作
方
法
、
年
賀
は
が
き
の
作
成
や
デ

時
10
分
　
小
学
4
〜
6
年
生
　
場
所

白
井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

問
　
H
A
C
H
I
K
U
フ
ィ
ジ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
白
井
校
　
興
野
（
き
ょ
う

の
）
☎
0
9
0
（
9
5
3
9
）
9
1

2
6

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
水
曜
会
」

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
美
し
い

音
色
を
か
も
し
だ
す
大
正
琴
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
9
月
29
日
㈬
に
ク
ラ
ス
別
演
奏
会

を
行
い
ま
す
。

日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
〜

3
時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

　
雇
用
を
め
ぐ
る
労
使
間
の
問
題
が

生
じ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
益
、
労
働
者
、
使
用
者
を
代
表
す

る
あ
っ
せ
ん
員
が
労
使
双
方
の
主
張

を
聞
き
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
簡
単
な
手
続
き
で
費
用
は
無
料
、

秘
密
は
守
り
ま
す
。

問
　
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
0
4

3
（
2
3
1
）
2
1
3
1

福  働きづらさに悩む若い女性のためのパソコン
＋仕事準備講座（ガールズ編）

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
デ
ー
タ

を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
方
法
な
ど

を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
13
日
㈬
〜
15
日
㈮
、
18

日
㈪
、
19
日
㈫
（
全
5
日
間
）　  

午

後
1
時
〜
4
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
の
操
作
が
で
き
、
全

日
程
参
加
で
き
る
人
　
10
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
9
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福 

敬
老
会

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
作
業

所
の
合
同
事
業
と
し
て
実
施
し
、
60

歳
以
上
の
来
館
者
に
は
記
念
品
を
配

布
し
ま
す
。

日
程

　
29
日
㈬

時
間
・
内
容

　
午
前
11
時
〜
・
和
菓

子
の
販
売
、
午
後
1
時
〜
・
視
覚
障

害
の
あ
る
人
の
舞
踊
、
午
後
1
時
30

分
〜
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

昨年のフェスティバルの様子
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　今年の夏は気温の高い日が続き、市民プール
も9月12日まで連日にぎわいを見せていましたが、
そんな中、8月8日には「おじゃまします！市町村
街かどクイズ」の撮影が行われました。
　この番組は毎週金曜日の午後10時から千葉テレ
ビで放送されており、白井市での様子を撮影した
ものはすでに8月20日に放送されましたので、皆
さんの中には見た人もいるかもしれません。
　当日は出題者の轟次郎さんや金杉陽子さんをは
じめ、撮影クルーに「なし坊」も飛び入り参加し
ました。
　日よけのない屋外で汗をたくさんかきながらの
大変な撮影となりましたが、天気も良く解答者の

皆さんもとても協力的だったので、たくさんの名場面を撮影することができ
ました。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

53

アンサンブルバーニ

み ん な の ひ ろ ば

しろい歯っていいな　

　平成21年4月に「白井・楽器演奏を楽し
む会」として発足しました。演奏する人も
演奏を聴いてくださる人も楽しくなる、そ
んな活動を目標にしています。1年目は「市
民活動まつり」への参加をはじめとして2
回のコンサートを開催し、多くの地域の人
たちと触れ合うことができました。
　今年4月に「アンサンブルバーニ」と改
名し、再スタートを切りました。有名なマ
ントバーニオーケストラの一部をいただい
て名付けたもので、今まで以上のレベル
アップを目指しています。アコーディオン
を中心に、バイオリン、フルート、クラリ
ネットなどによるアンサンブルで、童謡か
らクラッシックまでイージーリスニング風
にアレンジして練習しています。
　目下の悩みは会員が少ないこと。音楽を
愛する白井の皆さん、日曜日に一緒に楽器
演奏を楽しみませんか。会員は随時募集し
ています。
問　迫田☎（497）2836

テレビでまちの魅力をピーアール

市民活動まつりでの演奏

介 

護 

予 

防

き
ょ
う
か
ら
始
め
る

6

 番組エンディング撮影の様子

転
ば
ぬ
先
の
チ
ェ
ッ
ク

　
「
雨
が
降
っ
て
き
た
か
ら
洗
濯
物

を
取
り
込
も
う
と
慌
て
て
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
た
ら
滑
っ
て
ね
。
腰
を
し

た
た
か
に
打
っ
て
動
け
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
」
。
今
ま
で
入
院
な
ん

て
縁
の
な
か
っ
た
A
さ
ん
が
病
院
の

ベ
ッ
ド
で
悔
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ
ま
ず
い

た
り
、
転
び
そ
う
に
な
っ
た
時
に
踏

み
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
に
転
倒

骨
折
し
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま

う
高
齢
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
が
ど
ん
な
転
倒
の
リ
ス
ク
を

抱
え
て
い
る
の
か
事
前
に
わ
か
れ
ば

転
倒
事
故
の
多
く
を
未
然
に
防
ぐ
事

に
つ
な
が
り
ま
す
。

リ
ス
ク
と
対
策

　
一
度
転
ぶ
と
転
倒
に
対
す
る
不
安

は
大
き
く
、
転
倒
が
怖
く
て
外
出
を

控
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
不
安
解

消
の
た
め
に
転
ぶ
原
因
や
状
況
を
確

認
し
て
、
日
常
生
活
は
何
に
注
意
し

ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か

を
考
え
、
転
倒
予
防
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
次
の
①
か
ら
⑭
の
事
例
で
あ
な
た

の
抱
え
る
転
倒
リ
ス
ク
は
何
か
を
確

認
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

①
こ
の
1
年
間
に
転
倒
し
た
②
横
断

歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
切
る
事
が
で

き
な
い
③
1
㌔
㍍
ぐ
ら
い
を
続
け
て

歩
く
事
が
で
き
な
い
④
片
足
で
立
っ

た
ま
ま
靴
下
を
は
く
事
が
で
き
な
い

⑤
水
に
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
や
ぞ
う
き
ん

を
き
つ
く
絞
る
事
が
で
き
な
い

対
策
（
①
〜
⑤
）

　
歩
行
能
力
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
・
筋

力
の
低
下
が
心
配
な
の
で
筋
力
ア
ッ

プ
や
歩
行
能
力
を
高
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

⑥
こ
の
1
年
間
に
入
院
し
た
事
が
あ

る
⑦
時
々
立
ち
く
ら
み
が
す
る
⑧
今

ま
で
に
脳
卒
中
を
起
こ
し
た
事
が
あ

る
⑨
今
ま
で
に
糖
尿
病
と
言
わ
れ
た

事
が
あ
る

対
策
（
⑥
〜
⑨
）

　
疾
病
に
よ
る
転
倒
リ
ス
ク
が
高
い

人
で
す
。
杖
や
歩
行
器
を
使
う
な
ど

転
倒
し
な
い
方
法
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

⑩
睡
眠
薬
、
降
圧
剤
、
精
神
安
定
剤

を
服
用
し
て
い
る

対
策
（
⑩
）

　
薬
の
注
意
点
を
確
認
し
、
副
作
用

の
転
倒
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

⑪
サ
ン
ダ
ル
や
ス
リ
ッ
パ
を
よ
く
使

う
⑫
家
の
中
で
よ
く
つ
ま
ず
い
た
り

滑
っ
た
り
す
る

対
策
（
⑪
・
⑫
）

　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
に
す
る
な
ど
歩
き

や
す
い
も
の
を
は
き
、
生
活
環
境
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

⑬
目
が
見
え
に
く
い
⑭
会
話
な
ど
あ

ま
り
よ
く
聞
き
と
れ
な
い

対
策
（
⑬
・
⑭
）

　
視
力
・
聴
力
の
検
査
や
治
療
を
き

ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

問  

高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

　歯の健康が優れている小・中学生の千葉県審
査会が去る7月8日、千葉県口腔保健センターに
おいて行われ、印旛郡市中学3年生女子の部代
表として、大山口中学3年生の後藤瑞生さんが
参加し県内中学3年生の女子約26,500人の中か
ら優秀賞を受賞しました。
　お母さんとの談話によると「瑞生さんに歯が
生え始めてから毎日ブラッシングをしようとす
るのですが、歯ブラシを見ると逃げ回っていま
した。泣いても無理やり押さえつけて磨いたん
です。小学校低学年のころは前歯が抜け永久歯
が生えてきた時、下の歯が少し出ていたので「これはまずい」と思い、割り
箸を使い前歯を出すように矯正したりしたんです。毎日毎日うるさいほど言
いました。歯並びがきれいと言われるのは、その成果ですかね」と話してく
ださいました。
　「こんな素晴らしい賞をいただき、驚きと同時にお母さんのおかげと感謝
しています。今は、特別なことはしていませんが、この歯を持続させるため
により一層歯を丁寧に磨くことと、洗口液をしっかりやっていきたい」と瑞
生さんも話してくれました。　
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